
栗原古墳
かんとうたちつかがしら

環頭大刀把頭
たち つか

　三ノ宮、栗原の畑から大正時代に出土した大刀の把
かしら

頭です。耕作中に発見されたもので、直接古墳から出土

したわけではありません。かつて近隣にこうした副葬

品を納めた古墳があったと考えられ

ます。
え

　把頭は刀の柄(握り)の先端につく

装飾で、実用的な大刀ではなく、儀式

用の装飾豊かな大刀に装着されます。
つば さや

柄や鐔に金銀をあしらい、木製の鞘にも金色に輝く飾りを付け

られたきらびやかな大刀の柄部分を飾ります。材質は表面に金

を施した銅製で、雲をかたどった円環の内部に竜が配されてい

ます。

装飾大刀の模式図

　通称「飾り大刀」と呼ばれるきらびやかな大刀は、漆塗りの

鞘、鞘飾り、吊り金具、鐔（つば）、そして握りとなる柄と把頭

に金銀の装飾を施しています。特に柄の部分は凝った造りに

なっており、金の鐔や鞘口金具、さらに握る部分には細い金、銀

の糸を巻き付けています。実用ではなく、持ち主の権威を表わ

す意味があったと考えられています。

装飾大刀の意味

　こうした装飾大刀は、大和政権の管理下、国内の工房で製作

され、各地に配布されたと考えられています。つまり、この刀

の出土は中央との太いつながりを持つ最高権力者の存在を想定

させます。飛鳥地方でちょうど聖徳太子が活躍していた6世紀

後半頃にあたります。
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　古墳のさまざまな装飾品から被葬者

の階層性を検討した研究では、装飾大

刀がその最上位に位置づけられており、

さらにその中でもこの環頭大刀が最も

貴重な大刀とされています。相模国の

領域内では、金銀で飾られた装飾大刀

が20数例見つかっていますが、そのう

ち環頭大刀の出土は南足柄市の２例、

伊勢原市の２例(三ノ宮)、さらに海老

名市と藤沢市の合わせて６例に過ぎま

せんが。その中でもこの三ノ宮の資料

が最も古く、作りも精巧です。横浜にあ

る神奈川県立歴史博物館には、この資

料のレプリカが展示されています。

相模地域における装飾大刀の分布

金装、銀装大刀の分布

　下の図は、現在の神奈川県の多くを

占める相模国（川崎、横浜のほとんどは

武蔵国）において、金銀で飾った大刀の

分布を表わしたものです。分布の集中

する地点として、酒匂川上流の南足柄

市周辺と丹沢山地の東側の裾にあたる

伊勢原市周辺を挙げることができます。

そして、なかでも最も集中するのが、伊

勢原市の三ノ宮付近であることがわか

ります。このことから、当時の相模地方

を納めた最高権力者が、伊勢原の三ノ

宮地域に葬られたことがわかります。
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